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＜金標準、円安の恩恵とデフォルト・リスクで高止まり・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

フィラデルフィア連銀製造業景況指数が前月の－31.3からー10.4まで改善し、ローガン・

ダラス連銀総裁も利上げを見送るかについての質問に「まだその段階ではない」と否定す

るなど、経済指標の改善で 6月の FOMCにおける利上げ確率は 40％まで上昇し、ドル高・円

安が進みドル建て金は下落したが、円建て金は高止まりを見せていた。しかし週末にはパ

ウエル FRB 議長が講演で金融市場の信用状況の引き締まりを受けて「大きく引き上げる必

要はないかもしれない」と 6月の FOMCに向けて明確なシグナルを発している。またイエレ

ン財務長官は大手銀行 CEO に対して「さらなる地銀の合併があるかも知れない」と発言す

るなど信用リスクの高まりも見せている。特にデフォルト回避に向けた与野党の協議では、

マッカーシー下院議長が協議途中で退席するなど、歩み寄りが見られない事からデフォル

ト・リスクも高まるなど、逃避の動きが強まった事から 8700 円を維持し、再度 8800 円を

狙ったリスクの巻き戻しが予想されると思われる。 

＜テクニカル＞ 

金標準先物の日足の MACD や RCI では、MACD は MACD が下げながらシグナルも下げているが

乖離幅が縮小するなど、下げ渋る展開を見せている。また RCI では短期が下げ止まりを見

せ、長期は高値を維持するなど強気の域を続けている。そのため日足が 10日移動平均線の

位置する 8755円を上回る値動きに備えるのが妥当と思える。 
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